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春
波
百
回
忌
紀
念
俳
書
展
覧
会

下
村
を
さ
む
著
「
春
壌
の
資
料
と
研
究
』
笠
間
書
院
刊
に
よ
る
）
。

そ
の
春
波
百
回
忌
を
記
念
し
て
、
岡
崎
の
京
都
図
書
館
（
現
京
都
府
立

図
書
館
）
を
会
場
と
し
て
俳
譜
の
作
品
・
資
料
の
展
覧
会
が
催
さ
れ
た
。

そ
の
折
の
目
録
を
入
手
し
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
全
貌
を
紹
介
す
る
。

開
催
期
間
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
十
月
二
十
三
日
と
二
十

四
日
の
二
日
間
と
な
っ
て
い
る
。
百
回
忌
の
忌
日
を
見
込
ん
で
企
画
さ
れ

た
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。
た
だ
、
忌
日
の
十
月
二
十
二
日
が
金
曜
日
だ
っ

た
の
で
、
翌
土
暇
日
と
日
曜
日
を
展
覧
会
の
日
程
と
し
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
会
場
と
な
っ
た
京
都
図
書
館
は
、
そ
れ
ま
で
京
都
御
苑
内
の
一
隅

を
間
借
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
年
春
、
現
在
の
岡
崎
の
地
へ
移
転
が

実
現
し
た
。
ま
さ
に
そ
の
秋
に
、
こ
の
企
画
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

名
館
長
と
謡
わ
れ
た
、
四
代
目
湯
浅
吉
郎
館
長
の
時
代
に
あ
た
る
。

目
録
は
、
両
面
刷
り
の
一
枚
物
で
あ
る
。
表
題
は
、
「
俳
書
展
覧
会
列
品

目
録
」
と
あ
り
、
す
ぐ
横
に
「
下
村
春
波
百
年
忌
紀
念
開
催
」
と
、
春
波

藤
田
真
一

ノＬ

下
村
春
波
は
大
丸
下
村
家
の
一
族
に
し
て
、
俳
譜
に
お
い
て
は
、
蕪
村

そ
し
て
凡
董
の
門
弟
と
し
て
、
夜
半
亭
一
門
の
一
角
を
し
め
る
人
物
で
あ

っ
た
。
本
名
、
下
村
孫
八
郎
兼
邦
、
幼
名
を
熊
蔵
、
ま
た
法
名
を
正
円
と

称
し
た
。
大
丸
創
業
者
下
村
正
啓
の
次
男
で
あ
っ
た
父
正
周
の
三
男
と
し

て
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
五
月
六
日
、
春
波
は
伏
見
に
生
ま
れ
た
。

一
時
養
子
に
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
十
五
歳
で
下
村
家
に
復
し
、
糸

問
屋
を
起
こ
し
て
あ
ら
た
に
一
家
を
な
し
た
。

叔
父
正
巴
（
初
号
正
白
）
の
手
引
も
あ
っ
て
か
、
春
波
は
春
夜
楼
凡
董

の
門
に
入
っ
て
俳
譜
に
手
を
染
め
る
よ
う
に
な
り
、
蕪
村
の
撰
集
な
ど
に

し
ば
し
ば
入
集
し
た
。
ま
た
別
号
を
遅
日
亭
と
号
し
た
。
蕪
村
没
後
は
、

春
夜
門
に
あ
っ
て
、
夜
半
亭
を
継
い
だ
凡
董
を
よ
く
支
え
た
だ
け
で
な
く
、

み
ず
か
ら
も
「
壬
生
れ
ぶ
つ
」
「
小
鳥
」
「
小
抑
」
「
薮
か
う
じ
」
な
ど
と
い

っ
た
俳
譜
撰
集
を
上
梓
し
て
い
る
。
春
波
が
没
し
た
の
が
、
文
化
七
年
二

八
一
○
）
十
月
二
十
二
日
の
こ
と
で
、
享
年
は
六
十
一
だ
っ
た
（
以
上
は
、



館
長
み
ず
か
ら
積
極
的
な
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た

俳
人
中
川
四
明
の
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

出
品
者
は
す
な
わ
ち
当
時
の
所
蔵
者
で
あ
ろ
う
か
ら
、
今
に
伝
わ
る
作

品
や
書
目
の
旧
蔵
者
の
情
報
と
も
な
っ
て
い
る
。
現
存
資
料
を
調
査
比
較

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ノ
の
な
が
れ
の
一
端
が
見
え
て
く
る
こ
と
に
も

な
る
。こ
の
う
ち
一
点
に
つ
い
て
の
み
言
及
す
る
。
郷
「
春
興
」
は
、
現
在
蕪

村
編
「
夜
半
楽
」
と
し
て
知
ら
れ
る
一
瞥
で
あ
る
。
通
常
題
叢
を
欠
い
て

お
り
、
そ
の
当
時
は
書
名
が
不
明
だ
っ
た
の
で
、
内
容
か
ら
仮
に
「
春
興
」

と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
本
は
、
現
在
柿
術
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
「
夜

半
楽
」
そ
の
も
の
に
該
当
す
る
。
こ
の
ほ
か
数
点
に
つ
い
て
は
特
定
で
き

る
作
品
が
散
見
す
る
が
、
多
く
は
品
目
・
出
品
者
と
も
い
ま
だ
詳
細
を
剛

明
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
調
査
・
研
究
を
ま
ち
た
い
。

翻
字
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
原
則
を
適
用
し
た
。

１
、
清
濁
や
記
号
な
ど
の
表
記
は
、
で
き
る
だ
け
資
料
の
ま
ま
と
し
た
。

た
だ
し
、
旧
字
体
は
、
通
行
字
体
に
改
め
た
。

２
、
明
ら
か
な
記
事
の
過
誤
も
目
立
つ
が
、
大
半
の
作
品
に
つ
い
て
特
定

し
て
正
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
あ
え
て
原
文
ど
お
り
と
し
た
。
た

だ
し
、
明
ら
か
な
誤
植
で
、
本
稿
の
翻
字
ミ
ス
か
と
見
ま
が
う
も
の
に

つ
い
て
は
、
マ
マ
と
付
し
た
。

一
八
脚

の
百
回
忌
の
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
全
紙
は
、
縦
Ⅱ
三
九
・
四
叩

横
Ⅱ
五
四
・
九
ｍ
で
、
両
面
と
も
各
三
段
、
計
六
段
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。

展
示
品
目
の
総
数
は
四
五
一
件
に
の
ぼ
る
（
作
品
点
数
は
さ
ら
に
ふ
え
る
）
。

全
品
目
が
、
こ
の
両
面
一
枚
刷
の
な
か
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
行
頭
に
○

印
の
あ
る
も
の
は
自
筆
物
と
お
も
わ
れ
、
一
五
○
点
を
数
え
る
。
そ
れ
以

外
は
、
版
本
も
し
く
は
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
だ
け
の
展
覧
会
を
実
施
す
る
に
は
、
相
当
の
準
備
期
間
を
要
し
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
と
と
も
に
、
か
な
り
の
難
儀
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
像

さ
れ
る
。
関
係
者
の
努
力
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
わ
ず
か
二
日
間
で
終
わ
っ
た
の
は
、
い
か
に
も
惜
し
い
気
が

す
る
。全
点
に
わ
た
っ
て
出
品
者
名
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
目
立
っ
て

多
く
出
品
し
て
い
る
の
は
、
水
落
露
石
・
永
田
有
翠
・
瀧
内
暁
園
・
山
口

松
香
・
北
村
王
城
と
い
っ
た
面
々
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
注
目
す
べ
き
出
品

者
と
し
て
は
、
下
村
正
太
郎
・
寺
村
助
右
衛
門
・
富
岡
謙
三
の
名
が
あ
げ

ら
れ
る
。
下
村
正
太
郎
は
、
十
一
代
大
丸
当
主
正
剛
で
、
む
ろ
ん
春
波
の

縁
者
で
あ
る
。
寺
村
助
右
衛
門
は
蕪
村
の
高
弟
寺
村
百
池
の
後
喬
に
あ
た

る
人
物
だ
が
、
何
代
目
に
あ
た
る
か
は
未
考
。
富
岡
謙
三
は
、
文
人
画
家

富
岡
鉄
斎
の
長
男
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
出
品
者
で
は
な
い
が
、
末
尾
の
賛

助
に
名
を
連
ね
て
い
る
う
ち
、
湯
浅
半
月
は
図
書
館
長
湯
浅
吉
郎
の
こ
と
、
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、
１
１

‐
１
１
Ｉ
．

田
有
里
氏

蕗
，
諏
石
嘩
一
氏
一

Ｑ･

IＩ１ｐｐ

重
・
・
守
武
千
句
同
蓑
隼
衝
本

■
４
０
”
ヨ

田口

３
、
表
面
・
裏
面
を
そ
れ
ぞ
れ
、

上
・
中
・
下
の
三
段
に
分
け
て
、

た
と
え
ば
〈
表
上
段
〉
な
ど
と

表
示
し
た
。
ま
た
、
全
四
五
一

点
に
通
し
番
号
を
振
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
二
項
に
つ

い
て
は
、
紹
介
者
に
よ
る
挿
入

で
あ
る
。

４
，
本
点
は
か
な
り
痛
み
が
著
し

く
、
こ
と
に
折
れ
目
に
難
読
個

所
が
あ
り
、
解
読
困
難
の
文
字

に
つ
い
て
は
、
［
Ⅱ
川
］
で
示
し

た
。

な
お
、
現
京
都
府
立
図
書
館
に

本
資
料
の
所
蔵
は
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
調
査
に
あ
た
っ
て
助
言

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
謝
意
を
表

す
る
。

蕊
懸
灘
蝿
》

一
伽
灘
澱
珊
翠
悪
螺
潅
確
ｗ
Ｙ

西
氏
画
個
雨
躯
弱
回
二
目

俳
画
律
者
之
名
寄
側
面
作
慎
本
面
景
画

像
繕
尾
国
築
轡
肩
着
宣
誓
一
年

寅
政
肖
異
同
作
石
口
宜
実
十
一
匁

俳
画
演
技
令
箇
廿
口
十
雫
革

俳
酋
埋
木
幸
吟
須
叫
寅
尤
年

－
０
画
恋
短
居
爾
伺
＆
；
喪
牟
、
こ
の
房
よ
い
胃
画

一
函
鵡
函
皿
”
誌
離
雛
鍋
誰
電
餐
魯

○
国
Ｇ
１
●
て
ょ
獅
局
、
町
名
の
⑨
ロ
ー

Ｏ
立
田
四
漏
自
鹿
但
た
る
画
や
《
Ｘ
し
在
中
の
月

○
似
紛
画
尺
屋
号
木
の
汗
し
Ⅸ
ふ
く
松
の
具

○
慶
友
短
尺
蚤
櫨
睡
も
っ
て
ひ
ら
い
旋
徳
の
寺

練
圃
蚕
綱
木
、
え
ロ
ニ
ロ
Ｅ
ｗ
員
年

一
限
材
脳
硯
謹
三
″
上
。
ロ
率
二
回

一
職
旬
級
五
余
十
年
侭
字
本
大
画
Ｒ
ロ

ー
淵
識
哨
恥
灘
蝶

一
仙
蕊
郷
蕊
…

｜
濁
噌
霊
漢
…

一
恥
．
豆
一
・
脚
．
回
撤
回
ロ
安
旦
隼
註
函
伐
木

両
蕊
傘
瀕
鞘
龍
重
皐
二
．

紅
“
千
句
盟
翫
津
愚

佐
山
三
十
六
人
目
入
）
本
間
骨
二
年

◎
俳
書
展
箆
曾
列
品
目
録
・
』
”
噸
睡
蘇
剰
霜
廿
四
日

下
村
春
波
百
年
忌
紀
念
開
俄

や

永山伊演伊水隆箇阿山永水山風水永画:域山田同氷山山同永山陶汰山永同山

氏氏氏氏氏氏

４
．

や
も
４

一
八
通

い
食
み
や
草
吏
山
亨
宅
年
山
口
氏

観
い
含
み
や
草
同
口
『
三
年
水
穂
氏

車
路
盤
吐
日
堅
窟
十
二
年
山
口
氏

一
鯛
半
昼
酒
極
バ
ー
箕
働
苫
革
上
下
同
氏

笠
の
ロ
不
倉
（
や
・
ノ
向
睡
行
）
ロ
十
日
隼
永
田
氏

０
９
薦
飼
背
眼
畷
零
窪
・
淑
浮
下
村
正
太
邸
氏

Ｏ
同
（
ウ
日
）
月
は
木
藤
氏

鍵
撫
蕊
準
鯉
…

○
口
ぞ
い
誌
嘩
認
唾
罷
認
睡
自
営
何
ら
寺
村
助
右
衝
門
氏

江
砿
仙
繊
職
難
岬
ｔ

ｏ
芭
薦
愈
手
例
楓
軸
吐
亙

繭
弁
蛸
屋
氏

古
田
末
匿
氏

Ｏ
同
桐
、
石
健
鬼
一

同
氏

○
日
帽
可
承
鬼
《

飽
極
貸
之
酌
氏

服
職
緬
林
璽
賎
》
二
。
永
田
氏

高
浅
月
郊
氏

同
画
吸
旬
蕊
回
畢
属
纂
。
一
年
小
山
氏

．
、
同
旬
温
え
文
面
超
ニ
ロ
同
氏

か
し
黄
紀
行
ｗ
圃
一
星
大
一
回
永
田
氏

》
餓
漣
謹
神
“
》

網
一
葉
極
青
哲
ｆ
十
六
年
中
野
隼
我
氏

芭
蕉
用
合
性
鯛
抄
量

芭
遅
旬
解
畢
太
務
壁
画
面
目
七
年
山
口
氏

○
角
其
短
尺
個
図
風
今
回
隠
呂
山
賀
ら
銅
旺
助
氏

Ｏ
其
角
旬
英
一
．
哩
極
繍
鯉
蒲
後
允
心
あ
り
＃
の
ロ
ロ
岡
本
氏

函
溌
齢
裁
灘
癖
蕊
急
砺
嘩

ｏ
幹
劉
限
祇
艇
払
暇
穀
傷
駕
糧
蝿
穂
Ｚ
！
；
樵
．
尚
Ｉ
氏
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染之六
名人
寄

（
絵
入
）
本
券
戟
万
治
二
年
水
落
氏

宗
賢
侭
房
撰
二
冊
万
治
三
年
同
氏

種
寛
作
横
本
寛
文
年
川
山
口
氏

定
淵
著
寛
文
三
年
水
落
氏

山
岡
元
隣
作
五
冊
寛
文
十
一
年
永
田
氏

立
伽
薪
同
十
二
年
山
口
氏

季
吟
撰
延
宝
元
年
同
氏

稲
荷
ま
つ
り
去
年
も
こ
の
野
よ
か
つ
ら
草
浜
和
介
氏

い
る
に
そ
む
る
時
雨
む
ら
さ
め
青
楓
辻
冬
史
氏

祁
て
は
苗
代
見
し
か
秋
Ⅲ
米
水
落
氏

そ
と
ゆ
て
よ
右
馬
も
猪
名
の
篠
綜
伊
東
風
洋
氏

絵
に
似
た
る
顔
や
へ
マ
ム
シ
夜
半
の
月
浜
和
介
氏

野
宮
や
木
の
紫
し
は
ふ
く
松
の
風
伊
藤
氏

雪
や
枝
に
も
っ
て
ひ
ら
い
た
花
の
春
山
口
氏

水
Ⅲ
元
榊
二
冊
延
宝
四
年
永
田
氏

浦
永
辰
寿
綬
初
芝
居
顔
見
世
発
句
附
合
横
本
浜
和
介
氏

延
宝
七
年
大
阪
深
紅
腿
太
郎
兵
術
出
板

吉
原
太
夫
三
十
一
人
詠
句
一
巻
岡
本
橘
仙
氏

山
ノ
、
や
し
ら
玉
姫
の
立
と
こ
ろ
北
村
王
城
氏

い
も
は
ｒ
、
先
月
を
う
る
夕
か
な
水
落
氏

一
〈
｛
〈

◎
俳
書
展
覧
会
列
品
目
録
明
治
四
十
二
年
十
月
廿
三
日
、
廿
四
日

下
村
春
波
百
年
忌
紀
念
開
催
京
都
図
瞥
舘
二
於
テ

〈
表
上
段
〉

１
匠
材
巣
腿
僅
二
年
三
月
上
旬
描
本
二
冊
活
字
本
山
口
松
香
氏

２
発
句
帳
寛
永
十
年
活
字
本
大
冊
四
冊
同
氏

３
新
撰
犬
筑
波
染
同
二
十
年
横
本
貞
徳
薪
永
田
布
翠
氏

４
あ
ぶ
ら
か
す
同
若
同
年
横
本
山
口
氏
水
落
露
石
氏

５
淀
河
伺

同
氏

６
○
松
永
貞
徳
肖
像
輔
宮
川
松
堅
錐
武
林
閑
人
題
山
口
氏

７
独
吟
千
句
立
圃
判
明
暦
元
年
横
本
永
田
氏

８
祇
側
奉
納
俳
勝
合
季
吟
判
同
二
年
小
本
五
冊
同
氏

９
毛
吹
草
正
保
二
年
横
本
五
冊

山
口
氏

皿
歩
荒
神
漢
蛍
撰
腿
安
三
年
上
巻
横
本
山
口
氏

皿
同

下
巻
永
田
氏

吃
伊
勢
山
田
俳
淵
染
利
柵
聯
腿
安
三
年
二
冊
岡

田
俳
譜
御
傘
同
四
年
板
合
四
冊

図
普
館
出
品

Ｍ
守
武
千
句
同
五
年
横
本

山
口
氏

賜
○
守
武
短
尺
蛎
同
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ

服
部
春
陽
氏

肥
御
傘
琳
注
和
抄
写
本
五
冊

瀧
内
暁
剛
氏

Ⅳ
紅
梅
千
句
明
肝
元
年
穂
彦
旧
蔵
印
捺
永
田
氏



茶背絵破俳
弁葉文暁識
当山匝集百

人

句

浜
氏

同水
落
氏

打
越
晴
亭
氏

洲
内
氏

小
山

同水山水同永暁山水浜山水浜
落口落Ｈ１杜口落口落
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

６９６８６７６６６５６４６３６２６１６０５９５８５７５６

○○○○○○○○○○
俳鬼鬼鬼伺同伺鬼西貞才同伺言
諮貫貫批貫武蕊麿水
童ひ発句短柵短短句短催色短
子と句選尺尺尺稿尺紙紙尺
教り災幅幡柵幡幅
言

7４７３７２７１７０

訂
○
保
友
短
尺
花
を
ふ
ん
て
お
な
し
／
、
の
雪
間
哉

銘
○
玖
也
短
尺
火
と
も
す
や
南
枝
ほ
く
ち
の
梅
の
花

鋤
○
山
平
短
尺
さ
湯
涼
し
杜
子
美
か
は
き
り
香
煎
筒

如
○
同
杉
や
き
の
聖
の
は
な
き
ね
ふ
り
哉

伽
○
惟
中
短
尺
鼻
の
も
と
に
さ
そ
は
れ
に
け
り
麓
菜

哩
投
盃
一
礼
著
延
宝
八
年
横
本

“
名
家
難
波
色
紙
（
絵
入
）
西
餌
自
薙
天
和
二
年

“
白
水
郎
子
紀
行
天
和
二
年
大
本
三
冊

幅
あ
ま
の
子
の
す
き
ひ
惟
中
著
紀
行
同
年
板

妬
磯
世
見
久
佐
（
絵
入
）
梅
水
同
年
板

”
蓮
実
測
子
（
西
如
絵
入
〉
元
禄
四
年
仲
秋

妃
○
西
鶴
短
尺
ち
る
や
桜
愛
に
茶
屋
か
あ
っ
た
物

栂
○
同
庭
の
に
し
き
浮
世
は
昼
の
ほ
た
る
哉

釦
○
同
何
と
世
に
桜
も
咲
す
下
戸
な
ら
は

副
○
西
吟
短
尺
妹
美
め
を
蕊
に
讃
て
あ
そ
婦
哉

艶
○
西
噸
短
尺
蝶
期
を
遊
び
か
た
き
の
非
野
哉

調
○
側
女
短
尺
今
き
ら
に
笑
か
花
野
の
き
れ
賦

別
○
同
足
よ
は
は
み
な
負
こ
し
て
花
の
川

弱
○
刷
子
（
金
箔
）
鱗
油
自
画
賛
色
な
か
ら
散
る
や
商
尾
の
名
残
月

（
聖
）
乙
曲
浮
莱
画
賛

を
も
し
ろ
さ
急
に
は
見
へ
ぬ
薄
哉

行
末
は
雛
が
肌
ふ
れ
ん
紅
粉
の
花

夏
き
く
に
鯖
を
う
ち
き
る
家
居
哉

月
夜
よ
し
親
の
そ
の
日
に
ま
る
か
し
ら

Ｔ
で

明
和
六
年
大
祇
校
一
一
冊

天
明
三
年
二
冊
（
七
車
）

大
本
二
冊
享
保
三
年

（
絵
入
〉
順
水
耕

薄
葉
紙
元
禄
七
年
才
麿
団
水
序

元
禄
四
年

嵩
水
序
元
様
三
年

（
絵
入
）
露
油
序
同
八
年

同
六
年

一
瓢
同
八
年
西
吟
和
歌
山
紀
行

雪
を
秋
に
柚
み
そ
な
か
む
る
木
梢
哉

木
か
ら
し
の
末
は
あ
り
け
り
海
の
音

待
郭
公
人
は
ま
た
荊
に
は
渡
す
邪
公

で
『
・

尼
達
は
こ
の
名
を
知
ら
じ
葱
草

一
八
七

広
中田
川金

水測同同水浜山四兵北浜山澗浜
落内落口明衛村口内
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

水同同同永
落Ⅲ
氏氏氏氏氏



９７９６９５９４９３９２９１９０８９８８８７８６８５８４
○○○○

芭梧泊笈幻力、同同同芭同伺同芭
蕪一船日住し翁翁蕪礁
附莱集記稚ま句発発翁幅棚幅翁
合紀等紀選句句略手
注行巣評伝簡
解林幅
抄

〈
表
中
段
〉

布
い
ま
み
や
章

両
続
い
ま
み
や
雌

氾
車
路
集

刃
一
柵
半

釦
笠
の
蝿

副
○
世
蕪
翁
肖
像

お
古
人
知
冊
帖
宗
因
前
後
俳
人
手
鑑
版
本
一
冊

来
山
享
保
七
年
山
口
氏

同
同
十
三
年
水
落
氏

吐
髄
糧
元
禄
十
二
年
山
口
氏

器
Ⅲ
涼
菟
網
元
禄
十
三
年
上
下
同
氏

不
角
（
江
ノ
島
紀
行
）
同
十
四
年
永
田
氏

（
立
像
）
蕪
村
拝
写
下
村
正
太
郎
氏

西
岸
寺
任
口
上
人
を
訪
ひ
て

マ
マ

我
き
い
に
ふ
し
み
の
も
も
の
雫
き
よ

ほ
と
、
き
す
大
竹
原
を
も
る
月
夜

は
せ
を
野
分
し
て
礎
に
雨
を
聞
夜
哉

海
く
れ
て
鶴
の
声
ほ
の
か
に
白
し

》
で

あ
ま
か
さ
に
た
れ
ま
つ
し
ま
そ
か
た
こ
、
ろ

（
立
像
）
蕪
村
写
水
落
氏

人
の
短
を
い
ふ
こ
と
な
か
れ
お
の
れ
か
長
を
説
こ
と
な
か
れ

も
の
云
へ
は
唇
寒
し
秋
の
風

○
こ
れ
は
五
老
井
か
図
せ
る
蕪
翁
の
像
な
り
句
は

め
い
月
や
池
を
め
く
り
て
終
夜

同

氏

躯
○
同

鯛
○
同

Ｔ
Ｔ

そ
れ
を
く
み
右
の
銘
の
句
に
秘
か
へ
侍
る

（
坐
像
）
蕪
村
写

蓬
莱
に
剛
は
や
伊
勢
の
初
使

先
た
の
め
椎
の
木
も
有
夏
木
立

名
月
や
池
を
め
く
り
て
終
宵

海
く
れ
て
鴇
の
声
ほ
の
か
に
し
る
し

杉
風
宛

尚
白
宛

野
笑
宛

言
水
宛

弘
化
二
年

宝
暦
七
年
二
冊

蝶
夢
刺
安
永
三
年

元
文
四
年
二
冊

宝
勝
二
年
大
一
冊

芭
蕉
典
餓
刻
原
槻
本
一
冊

支
考
絹
二
冊
元
禄
八
年

風
国
戟
同
十
一
年

桃
背
群
享
保
十
六
年

二
冊

一
八
八寺

村
助
右
衛
門
氏

船
中 商橋吉磯
野安繁田井
同羊同伺小永同小永月之同末培
我山、山田郊助広思
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏



和
田

和永同伺小秋永同瀧同同岡山下広
田田山蒼田内口村、
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

山
口
氏

畑
荘
助
氏

岡
本
氏

船
樵
氏

'3４１３３１３２１３１１３０１２９１２８１２７１２６１２５１２リＩ２３１２２１２Ｉｌ２０１１９１１８１１７
ｏ○○

謡笠麦紺そ花渡湖篇続む剖す野去杉俳わ
１１１１濃林の見鳥東猿つみ波来風諸ち
百影集柳浜車集間突笈ちまた宇正百か
十ゆ答とは治月人ひ
瀞ふりら川画一
画 画擬句
擬 賛幅
巣 幅

鞭鳥刑麗羅胆繊、謄澗鴬緊驚網元集ＩＭＩ入宮の著へ編一稿選句独
術句

元篤年同幅同吟
文亭蔵紀俳四禄突同五同七年
瀞二三馬瞥行＃綴十嬢年二冊九年同
州年冊琴印五陳冊年年

誠一蔵捺嘉炎同年一同
事由印一に年
李Ｍ１：十

宝
年

保巡在姦：噂
七善、

同年一ｍ
評年

年
せ

り
､ごヶ

一
八
九

瀧 山山伺
内口口
氏氏氏氏

永
田
氏

岡永瀧山小瀧山小瀧同山同永
本田内口１１１内口山内口、
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

''６１１５１１４１１３１１２ⅡｌｌｌＯｌＯ９１０６１０７１０６ＩＯ５１０１１０３１０２１０１１００９９９８

○○○○○
猟破飛峨波枯花続五い続み冬其共批其角零芭
嬢暁さ野剖尾五元つみなの伽刈刈刈其零蕪
集集こ巣濃兼摘元集をなし日懐菊句句短句
日集醤し架紙画英尺解

栗蛎後一幅
帆蝶

極
絵

ルポ順珍荷乙雫同同旨同同同同共零ほ菊車月幅明馨
兆水碩合￥人零原自圃伽琴との錦に星太
去縞二元輯兼元貞舗著建香やｌま郭や粁
来同元貞冊禄刻禄享刻きや今見公桜
刺同三禄享三大三四貞す瓶のすたさ－
年年二三年三大年年元￥掌一よ初一、た冊
同年年冊本和元こり花万あめ
四合四二三年のあ枚りぬ宝
年冊冊年板橋まをあ山暦

冊はる御け力、七
二夜水代のつ年

冊冊もＩこの狐ら
明迄春落
け
ん周共
東伽



ｌ６９１６８１ｗｌ６６１６６１６４１６３１腿１６１１６０１５９１５８

田去遅奥野米俳芭反俳千李
舎来八のさ仲諾蕉古譜代撰
句発刻細ら自百真文松尼文
合句三道し餓一願庫の句選
巣十紀句集集声集
棒行稿

Ｍ２１４Ｉｌ４０１３９１３８１３７１３６１３５
○○○○○
越許支去嵐俳諸本
人六考来雪諾公朝
短短番色短友画八
尺尺前紙尺す賛仙
幅幅幅幅幅ｆ 集

め

（
絵
入
）
圃
女
秋
色
句
有

支
考
享
保
十
一
年

青
瑠
編
（
芭
蕉
以
下
画
像
入
）
同
十
九
年

巽
我
兜
保
三
年
二
冊

竹
の
子
や
仮
寝
の
床
の
隅
よ
り
も

鉢
叩
こ
ぬ
夜
と
な
れ
は
激
な
り

山
只
宛

ほ
と
魁
き
す
鳴
く
や
田
植
の
尻
の
上

元
朝
や
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り

永
田
氏

瀧
内
氏

永
田
氏

瀧
内
氏

吉
田
氏

揃
岡
謙
三
氏
出
品

吉
田
米
花
氏
出
品

同
氏

同
氏

藤
井
氏

野
田
敬
之
助
氏

水
落
氏

同同山岡
ロ本

氏氏氏氏

〈
表
下
段
〉

剛
○
紀
伊
国
屋
千
山
間
画
賛
幅
ら
む
の
雨
暁
傘
の
わ
か
れ
か
な

岨
○
刈
上
椿
画
賛
幅
菊
川
の
つ
く
や
一
輪
み
て
彬

噸
○
同
画
賛
は
ね
廻
る
し
た
り
や
／
、
桜
鯛

蛎
○
仏
行
坊
画
賛
待
事
の
な
き
も
け
ふ
の
時
雨
哉
（
マ
マ
）

宝
勝
乙
亥
祁
不
党

Ｗ
○
千
那
香
臓
幅
三
句
入

醐
○
涼
菟
枯
木
寒
烏
画
賛
幅
あ
ら
寒
し
阿
漕
ノ
、
と
な
く
烏

期
○
芭
蕉
門
真
蹟
四
季
発
句
板
木
四
枚

剛
職
人
尽
誹
諾
集
前
集
客
和
選
寛
延
二
年

１５７１５６１５５１乳１５３１馳

暗自紀俳南長
夜娯行諾北柄
馴文俳三新文
談神仙人話台
図溜張之
会記

５１

可

後
集
同
同
三
年

湖
十
絹
同
四
年

涼
岱
著
延
享
五
年

掬
堂
刺
宝
暦
二
年

涼
倫
著
同
七
年

白
翁
同
九
年

（
絵
入
）
芝
立
網
同
年

吉
原
の
事
物
を
題
と
し
た
る
句

六
味
桃
渓
等
著
四
冊
合
一

既
白
刺
同
十
四
年
二
冊

（
同
上
后
編
）
明
和
八
年
二
冊

白
翁
五
冊

桃
渓
輔
明
和
元
年

服
工
選
同
二
年

（
青
峨
門
）
写
本

明
和
五
年

芭
蕉
自
筆
刻
桝
形
本
同
七
年

（
俳
譜
評
判
記
）
同
八
年

蝶
夢
衝
同
年

閥
更
安
永
四
年

一
九
つ

山 小永小山水図水永岡瀧同
口山田山口落愁落田内
氏氏氏氏氏氏館氏氏氏氏氏

同永山同同同永
田口Ⅲ

氏氏氏氏氏氏氏



河
原
徳水小永瀧同伺水１１１同水澗水永水永湖永
立落山Ⅲ内落口落内落田落田内田
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

刷
五
子
稿

大
魯
閲
同
年
刊

（
言
水
去
来
素
堂
油
徳
来
山
句
集
）

（
芭
蕉
忌
句
集
）
米
叔
同
五
年

稿
本
八
冊

（
其
角
一
周
忌
）
秋
色
縞
宝
永
五
年

士
朗
序

（
東
花
坊
追
悼
集
）
正
徳
元
年

宗
瑞
等
輔
享
保
十
六
年

素
外
天
明
元
年

大
蟻
縞
同
三
年

魚
葉
同
五
年

マ
マ関
更
級
同
六
年

蝶
夢
斡
（
義
仲
寺
蔵
）
寛
政
元
年

葛
松
箸
（
猿
笈
炭
俵
諦
弁
）
同
四
年

守
Ｔ

Ｊ
ｆ

大
冊
一
一
一
（
蝶
夢
薪
狩
野
至
侭
画
）
同
五
年

鯉
帖
桃
背
縦
影
刻
害
和
腿
応
二
年

瓦
全
編
祐
為
画
同
九
年

競
宿
校
蕪
村
画
安
政
五
年
二
冊

ｌ８８１８７１８６１８５１８４１８３１８２１８１１８０Ｉｎｌ閲１７７１７６１７５剛１７３１７２１７１

和背篭職同芭俳芭離杉翁梅五阿惟斉芭枯
漢難頭人蕪諾蕪翁風反翁色誰然非蕪
期自奥尽翁古門消句古発墨話句時句野
詠筆の発絵染人息染句染選
災道細句調弁其巣巣年
之道合伝蹟考
記集

水
落
氏

伽
芭
蕪
袖
日
記
紫
綾
文
化
元
年
二
冊

凹
若
荷
築
宇
橋
綱
芭
蕉
遺
賦
碑
集
文
政
五
年

Ⅲ
蕪
翁
独
吟
五
肝
仙
考
文
化
八
年

皿
野
さ
ら
し
紀
行
抄
成
美
箸
同
十
年

脱
羅
人
築
寛
延
四
年

剛
意
新
能
日
可
（
蝶
夢
追
悼
集
）

剛
か
な
し
ふ
み
（
同
）
寛
政
八
年

慨
雑
談
染
二
冊

Ⅲ
俳
諦
耳
底
巣
二
冊

醜
俳
家
奇
人
談
文
化
十
三
年
三
冊

伽
続
編
天
保
三
年
三
冊

測
俳
諾
職
業
尽
茶
静
選
天
保
十
三
年
二
冊

加
古
今
発
句
手
鑑
尚
古
朝
安
政
四
年
三
冊

池
描
玉
染
（
絵
入
）
京
籍
所
俳
句

魚
油
刺
万
延
元
年
刊
二
冊

狐
惟
然
坊
句
集
秋
挙
縞
文
化
九
年

狐
○
加
涼
画
鶴
幅
こ
と
の
紫
は
券
へ
の
ば
し
て
柳
か
な

鵬
○
千
代
画
賛
幅
長
き
花
や
か
は
り
ｒ
、
に
虫
の
声

那
○
同
色
紙
幅
秋
の
野
や
花
に
成
る
草
な
ら
ぬ
草

百
生
や
つ
る
一
す
じ
の
心
よ
り

元
一

和
田

瀧和山同秋水小同同水山水瀧小
内田口蒼落山落口落内山
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

山瀧伊高
口内藤安
氏氏氏氏



伊同同水
藤落
氏氏氏氏

朝
々
の
鋪
に
も
は
け
ぬ
菊
の
花

朝
只
や
草
臥
な
を
る
夜
は
も
た
す

矛
マ

加
芭
蕪
翁
其
蹟
築
大
本
一
冊
明
和
元
年
馨
太
序

珊
古
人
俳
句
短
尺
帖
大
本
一
冊

期
古
今
頬
冊
染
大
本
二
冊
毛
越
刺
蕪
村
餓
宝
肝

加
○
佃
房
蘭
竹
画
鋳
二
幅
間
の
香
や
う
た
、
口
を
ま
た
ゆ
す
る

な
よ
竹
の
雨
さ
め
雪
と
く
る
ひ
け
り

加
○
也
布
画
綻
柵
微
た
木
へ
も
と
る
一
紫
か
み
そ
さ
、
ゐ

犯
○
同
幅
鹿
も
来
ぬ
も
み
ち
に
角
や
か
た
つ
ふ
り

キ
マ

加
○
同
句
幅
誉
と
い
は
ぬ
ほ
と
人
と
ひ
ぬ
も
く
の
花

川
○
抱
一
刷
斎
短
尺
幅
沓
音
に
森
た
の
も
し
き
紅
葉
哉
傭
脳

秋
野
々
の
秋
は
い
つ
れ
そ
女
郎
花
ほ
う
さ
い

鯛
○
京
伝
画
賛
幅
水
や
空
月
の
中
な
る
都
鳥

加
○
栄
之
画
一
九
慌
柵
尻
も
ち
は
子
日
姿
そ
大
根
引

加
○
賜
翠
自
画
擬
帆
蛸
合
せ
団
十
郎
を
亭
主
故

狐
○
同
幅
す
み
田
川
花
の
は
れ
た
る
都
鳥

加
○
木
下
逸
雲
画
賛
幅
ゆ
く
秋
や
取
落
し
た
る
月
の
原

木
村・

瀧山呉瀧山
内口竹内口
氏氏氏氏氏

瀧
内
氏

瀧小柵山
内山内口
氏氏氏氏

〈
裏
上
段
〉

卿
○
抱
一
扇
而
幅
夕
顔
や
く
み
ほ
す
斗
柄
杓
井
戸
総
郁

測
○
涼
袋
山
水
画
賛
あ
か
ｒ
、
と
日
は
つ
れ
な
く
も
秋
の
風

塑
○
菊
舎
尼
竹
画
賛
そ
よ
き
な
ら
へ
た
、
此
蒋
の
涼
さ
を

鯛
○
土
卵
画
賛
草
の
戸
や
は
る
に
も
惜
し
き
券
の
雨

捌
○
如
雪
画
賛
幅
お
も
し
る
し
花
は
ま
た
わ
け
て
蹄
蛙

鰯
○
堀
内
仙
朗
画
賛
輔
や
ま
と
絵
の
ま
こ
と
す
ぐ
な
き
柳
散
化
怖
斎

醐
○
一
具
画
賛
幅
夕
月
や
畠
の
小
家
に
人
の
声

”
○
月
渓
画
蕪
村
像
幅
筏
士
の
裳
や
嵐
の
花
こ
ろ
も

鋤
○
文
見
画
蕪
村
像
幅
（
右
摸
写
）

卿
○
月
渓
猟
師
画
笹
柵
錐
子
う
ち
て
も
と
る
家
路
の
日
は
高
し
夜
半
翁

剛
○
蕪
村
画
賛
幅
若
竹
や
橋
本
の
遊
女
あ
り
や
な
し

醐
○
蕪
村
焚
呑
獅
画
幅
蛤
に
た
た
れ
ぬ
鴎
や
春
の
藤
夜
半
翁

鍬
の
柄
に
と
ま
り
て
蝶
の
工
夫
哉
呑
獅

マ
マ

醜
○
蕪
村
短
尺
幅
祇
園
会
や
真
葛
の
原
の
風
か
を
る

鯛
○
同
短
尺
三
岸
招
く
帆
は
お
そ
ろ
し
き
砦
蕊
哉

月
》
」
よ
ひ
主
の
翁
ま
ひ
出
で
よ

我
頭
巾
う
き
世
の
さ
ま
に
似
す
も
か
な

剛
○
同
短
冊
一
し
ら
梅
や
北
野
の
茶
屋
に
す
ま
ひ
取

溺
○
同
短
冊
一
袷
茄
て
身
は
世
に
あ
り
の
す
さ
ひ
故

マ
マ

郷
○
蕪
村
画
賛
幅
春
雨
哉
物
語
り
行
裟
と
笠

”
○
蕪
村
瞥
翰
月
渓
画
幅
窓
の
人
の
む
か
し
か
ほ
な
る
時
雨
哉

－

旨ﾉＬ
;二二

沢 藤山小
井口山
氏氏氏氏

藤
井
氏

水
落
氏

岡藤瀧商寺瀧岡瀧北岡同
本井内岡村内本内村
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏



枯
魚
序
色
摺
摸
刻
文
政
十
一
年
夏

（
蕪
村
以
下
）

安
永
六
年
正
月
宰
恥
校

蕪
村
箸
明
和
六
年

二
冊
蕪
村
著
天
明
三
年

（
蕪
村
十
七
回
忌
追
悼
染
）

蕪
村
薪
安
永
九
年

松
村
景
文
兼

か
け
ろ
ふ
や
午
時
の
鐘
な
る
西
束

十
紫
級
交
せ

花
代
の
月
日
新
ら
し
揃
士
の
諏

凡
董
序
遅
日
亭
旧
蔵
品
蕪
村
以
下
各
名
家

下
村
邪
波
著
東
武
紀
行
（
凡
遊
錐
亜
厚
序
）

（
邪
波
の
胤
）
祇
園
会
や
五
郎
か
影
の
夕
ま
く
れ

桔
梗
さ
く
光
琳
や
し
き
な
つ
か
し
き

生
添
ふ
や
小
松
か
原
の
女
郎
花

下
マ
日
影
の
枯
枝
に
配
る
落
莱
哉

落
る
葉
に
撲
る
、
冬
の
胡
蝶
哉

二
冊
凡
菰
著
明
和
九
年

安
永
二
年

節
新
潟
家
短
冊
帖

鰯
群
興

剛
平
安
廿
歌
仙

捌
五
車
反
古

加
常
盤
香

醜
俳
諦
桃
李

鯛
○
下
村
赤
波
肖
像
幅

醐
○
同
短
尺
幅

施
○
同
短
尺
幡

郷
○
同
禰
士
自
画
擬

獅
○
俳
句
帖

醜
小
鳥

湖
○
邪
妹
画
礎
幡

加
○
凡
董
秋
草
画
賛
幅

漉
其
雪
影

剛
一
夜
四
歌
仙

馴
○
凡
遊
画
按
幡

醐
○
蕪
村
手
翰
幅
赤
夜
熊
三
の
肖
像
あ
り
満
水
氏

”
○
俳
家
手
簡
張
交
幅
百
池
月
渓
田
福
三
家
の
肖
像
あ
り

寺
村
氏

加
○
鮒
典
手
肺
巻
中
胤
蕊
鳳
氏

測
○
蕪
村
句
稿
月
渓
画
帆
服
部
氏

鯉
○
蕪
村
手
翰
幅
藤
井
氏

郷
○
同
幅
（
大
魯
宛
）
菊
作
り
汝
は
菊
の
奴
哉
山
口
氏

剛
○
同
輔
広
Ⅲ
米
花
氏

獅
○
岸
駒
蓉
画
蕪
村
賛
幅
原
の
ひ
ま
に
夢
を
つ
み
取
あ
る
し
哉
下
村
氏

郡
○
新
花
摘
版
木
ノ
内
一
枚

小
山
氏
打
越
氏

加
蕪
村
句
典
前
網
半
紙
二
冊
寛
政
五
年
大
阪
塩
臆
忠
兵
衛
水
落
氏

郷
玉
藻
架
小
一
冊
安
藤
八
左
術
門
梓
安
永
三
年
八
月
刊
瀧
内
氏

醐
俳
諮
玉
藻
集
小
二
冊
女
流
俳
句
集
蕪
村
輯
菊
舎
太
兵
衛
梓
山
口
氏

副
蕪
村
句
集
凡
並
半
紙
二
冊
天
明
四
年
十
二
月
小
山
氏
和
田
氏

鋤
蕪
村
翁
文
染
半
紙
二
冊
中
野
氏

醜
蕪
村
自
筆
稿
本
秋
の
風
六
吟
歌
仙
（
十
五
葉
）
水
落
氏

『
町
【
■

蕪
村
月
渓
月
笑
田
福
百
池
凡
董

鋼
蕪
村
点
（
水
口
発
句
合
蕪
村
点
印
）
木
村
氏

観
新
花
摘
大
本
一
冊
天
明
四
年
小
山
氏
山
口
氏

簸
俳
誌
三
十
六
歌
仙
大
本
一
冊
寛
政
十
一
年
刊
京
野
田
治
兵
衛
刊
小
山
氏

■
■
ｆ

獅
蕪
村
三
十
六
歌
仙
同
文
政
年
灘
戸
弧
原
歴
刊
棚
内
氏

一

ソＬ
三三

下

村
水一ド山同同同同柳伺同同同水
落村口外落
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

水
落
氏

同
氏
山
口
氏

山
口
氏

山
口
氏



稲
妻
や
騨
る
寺
の
木
の
間
よ
り

誰
か
子
そ
太
刀
よ
く
似
合
ふ
菖
茄
の
日

雁
か
ね
の
わ
す
れ
て
落
つ
る
田
而
哉

ひ
か
こ
と
の
昨
日
の
む
か
し
明
の
群

我
起
て
朝
只
咲
ぬ
老
に
け
り

天
明
八
年

同
年

（
月
渓
宛
）
覚
政
三
年
頃

二
柳
自
縦
靴
稿

蕪
村
序
明
和
九
年

水
落 同同下広

山岡水山岡水ボポ水水蝋岡岡山Iiiliリ(水藤岡水氏
口落口滞内山落落内口外花落井蒋
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

３０９３０８３０７３０６３０５

○○
大￥大上つ遊
祇機、力、子
句維無の行
選腸１m
手日
翰記

剛
○
同
二

３００３０２３０１３００２９９２９８愈○○○

綱緬ツ鴬&
短画自句宿波
尺大画選
二櫓鈴
擬幅
幅

２９７２９６２９５剛

ｌま同井俳
つ蕪塙
硯集即

鑑

加
続
一
夜
四
歌
仙
同
蒋
天
明
七
年

鯛
統
一
夜
松
前
巣
前
後
四
冊

Ｔ
で

郷
夢
の
猪
名
野
（
凡
並
追
悼
集
）
亨
和
元
年

”
新
雑
談
嬢
二
冊
蝶
夢
賊
天
明
五
年

醐
○
蔵
野
川
居
画
紫
暁
賛
柵
若
草
や
神
も
お
辰
と
や
は
ら
か
に

剛
月
並
抜
革
帖
紫
暁
自
縦
刻

捌
う
き
草
日
記
紫
暁
蒋
（
西
国
紀
行
）

加
松
の
そ
な
た
伺
著
天
明
八
年

”
○
紫
暁
短
冊
初
酎
の
不
二
を
裾
野
の
柵
よ
り

鯛
あ
け
ほ
の
革
紙
（
絵
入
）
伺
薪
乙
卯
春
典
巣ママ

酬
券
泥
句
集
（
召
波
句
集
）
一
一
冊
安
永
四
年

マ
干

鯛
芦
陰
句
選
写
本
（
大
魯
句
集
）
垂
〈
永
八
年

郷
蛎
月
十
三
日
竹
斎
輯
（
大
魯
三
十
三
回
追
悼
集
）
文
化
七
年

捌
続
明
烏
伺
蒋
二
冊
安
永
五
年

鯛
写
経
社
架
道
立
薪
同
年

棚
初
懐
紙
同
著
四
冊
天
明
二
○
三
○
六
○
七
年
刊

測
桃
の
し
づ
く
同
若
天
明
四
年

剛
続
一
夜
松
前
二
冊
後
二
冊
天
明
五
年

期
附
合
手
引
蔓
凡
並
稿
小
一
冊
天
明
六
年

狐
点
印
論
同
（
芭
蕪
其
角
嵐
雪
の
〉
同
年
汲
古
堂
刊
行

紫
暁
著
（
凡
並
終
潟
記
）

下
村
正
巴
序
天
明
七
年
刊

マ
マ

写
本
安
永
巳
亥
夜
半
翁
序
凡
並
賊
あ
り

伺
序
小
本
一
冊
同
七
年
江
戸
西
村
源
六
刊
行
水
落
氏

同
薪
二
冊
寛
政
元
年
（
原
柵
）
山
口
氏

（
丹
表
紙
本
）
水
落
氏
瀧
内
氏

呂
蛤
著
（
凡
董
版
下
）
寛
政
三
年
水
落
氏

一
九
四

水
落
氏
山山小同水
口口山落
氏氏氏氏氏

山
口
氏

水瀧和伺同水
落内Ⅲ落
氏氏氏氏氏氏



３４５鯉測犯３４１
○
暁暮蕪推俳
台柳雨の諾
色発推犬発
紙句句句
幅集集＝

傑
集

別０３３９３３８師３３６錨測麺鯉３３１３３０３２９

○○○○○
新水青什梼樗八同同同樗蝶
五の雛良良良夢
子月句脊梁文瀬柵蛎幅自短
稿集．集画冊
上柵

初
雁
や
ほ
と
、
き
す
め
は
ま
た
せ
を
る

を
し
鳥
に
ひ
と
夜
別
て
恋
を
し
れ

守
寺

蚊
屋
れ
て
誰
ま
つ
な
ら
む
よ
ひ
の
ほ
と
藤
井
氏

初
雁
や
月
の
辺
り
よ
り
あ
ら
は
る
、
瀧
内
氏

山
寺
や
誰
も
参
ら
ぬ
に
ね
は
ん
哉
藤
井
氏

朝
只
に
吹
そ
め
て
よ
り
秋
の
風
山
口
氏

な
け
』
、
と
我
を
せ
め
け
り
秋
の
風
北
村
氏

（
樗
良
句
巣
）
久
安
絹
元
治
元
年
湖
内
氏

雲
裡
藩
天
明
六
年
水
落
氏
和
田
氏

甫
尺
蒋
和
Ⅲ
氏

で
Ｙ

（
汗
羅
樗
良
付
合
）
李
雨
綱
一
一
冊
天
明
六
年
瀧
内
氏

写
涼
縞
寛
政
九
年
二
冊
水
落
氏

（
青
羅
終
駕
記
）
永
田
氏

（
大
祇
蕪
村
剛
更
背
羅
暁
台
句
兆
）
小
二
冊
湖
内
氏

寛
政
十
二
年
空
享
編

車
蓋
編
寛
政
六
年
小
二
冊
小
山
氏

暁
台
戟
二
冊
水
落
氏

写
本
同
氏

希
因
著
明
和
三
年
二
冊
瀧
内
氏

花
満
て
弾
紅
梅
と
な
り
に
け
り
中
野
氏

一
九
五

狐
大
祇
句
選
後
網
五
雲
編
安
永
六
年
和
田
氏
小
山
氏

狐
不
二
稚
終
駕
記
奇
淵
著
享
和
三
年
水
落
氏

弛
そ
の
秋
（
大
祇
廿
三
回
忌
追
悼
染
）
五
裳
撰
寛
政
五
年
刊
小
山
氏

那
秋
の
わ
か
れ
同
蒋
同
七
年
水
落
氏

狐
○
大
祇
短
尺
幅
閏
怨
○
飛
ぶ
蟹
あ
れ
と
い
は
ん
も
独
哉
服
部
氏

漉
○
同
手
翰
鯛
藤
井
氏

郡
榔
茄
子
剛
更
同
九
年
水
落
氏

｛
￥
で
》

”
俳
諮
世
説
同
安
永
同
氏

那
三
草
紙
同
戟
享
和
元
年
和
田
氏

測
○
側
更
短
尺
輔
大
木
を
見
て
戻
り
け
り
夏
の
山
商
Ⅲ
植
梅
氏

卿
○
同
短
冊
蕊
や
て
ぬ
く
ひ
提
し
花
見
辿
水
落
氏

測
○
同
人
物
自
画
賛
幅
い
か
な
ら
ん
祖
師
の
心
そ
鉢
叩
沢
五
車
氏

迩
○
同
短
冊
竃
馬
な
く
地
を
吹
に
け
り
夜
の
か
せ
山
口
氏

迩
俳
袋
（
大
江
九
句
染
）
二
冊
水
落
氏

測
秋
の
声
（
同
自
錐
刻
）
同
氏

猫
俳
き
ん
げ
同
寛
政
二
年
二
冊
同
氏
瀧
内
氏

鰯
○
大
江
丸
紅
紫
目
画
賛
（
七
十
八
才
）
中
野
氏

ま
る
二
日
不
二
み
ぬ
も
よ
し
赤
つ
睡
し

獅
○
同
幅
（
八
十
三
才
）
西
行
を
は
し
め
て
み
た
る
桜
哉
瀧
内
氏

遡
○
同
短
冊
三
き
く
う
ち
は
千
代
ま
て
菊
の
後
日
哉
水
落
氏



錨
○
月
届
画
賛
幅
み
て
の
は
る
よ
し
野
の
里
の
花
の
底

獅
○
士
朗
桂
五
岳
路
合
作
幅
春
原
や
わ
か
寝
処
は
江
に
近
し

菜
の
茎
や
二
日
つ
ま
れ
は
花
に
咲

五
月
雨
か
や
め
は
脆
根
ほ
る
賜
哉

獅
○
卓
池
山
水
画
賛
柵
梢
□
□
も
な
ぐ
さ
む
空
を
ほ
と
、
き
す

郷
た
、
ひ
趣
噛
山
箸
（
有
賜
紀
行
）
天
明
八
年

湖
は
ま
え
ん
さ
同
（
四
国
紀
行
）
同
元
年

加
独
喰
同
寛
政
口
小
三
冊

測
葎
亭
句
災
同
享
和
元
年
五
冊

獅
葎
亭
画
微
巣
同
（
彩
色
絵
入
）
文
化
九
年

鯛
花
む
し
ろ
（
修
古
追
悼
災
）
天
明
元
年

狐
除
元
集
末
角
同
二
年

郡
○
暁
台
短
尺
二

竹
の
子
や
ひ
と
夜
に
か
つ
ぐ
八
亜
葎

日
馨
ん
と
し
て
亦
雪
の
降
そ
む
る

白
足
袋
の
泥
も
美
し
梅
の
花

五
霊
寛
政
元
年

マ
マ

長
斉
糟
天
明
七
年

岳
輔
巣
兆
享
和
元
年

同
自
筆
刻
文
化
六
年

同
刻
同
九
年

（
巣
兆
句
集
）
同
十
四
年

別
一
羽
来
て
か
き
ま
は
る
耐
か
な

け
ふ
も
兇
ヘ
ノ
、
け
り
不
二
の
山

ほ
と
、
ぎ
す
お
も
ひ
捨
て
も
月
夜
哉

を
し
鳥
の
花
衣
染
め
よ
秋
の
風

蚊
の
声
や
明
て
他
し
き
人
の
恋

梅
の
匂
ひ
も
と
め
ん
と
す
れ
ば
う
せ
に
け
り

身
ひ
と
つ
に
秋
の
風
秋
の
く
れ
（
零
ご

あ
け
ひ
か
け
も
年
の
海
も
朝
日
哉
（
マ
マ
）

あ
き
の
く
れ
あ
の
の
も
の
の
と
う
ら
み
け
り

月
よ
花
よ
我
に
二
尺
の
錐
の
宿

外藤水浜山水澗山水同測同水山水山水同
村井落口落内口落内落口落口藩
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

山
口
氏

３８０３７９３７８３７７３７６緬愈

椎は風秋ま灘霞
本る月香に莱一
松の集事ふ巣

＃＃Ｘ４
諾ほ
染の

剛３６３３６２３６１３６０３５９湖獅鰯鋼綱郵湿３５１３５０”３１８汎７
○

局：筒：農：：筒：２Ｒそあ玉ち山ふ響
画雅絡朗兆ぱをのど陰た太
幅賛短短画短画力、た春り染夜短
素冊尺焚尺磯りづきの尺
絢柵柵ら、ノリ
画

（
也
有
句
集
）
三
冊
明
和
四
年

六
林
自
縦
稿

傘
露
安
永
三
年
二
冊

（
旨
原
句
集
）
同
五
年
六
冊

同
九
年

同
十
年

士桂岳
朗五鞘

一
九
六

永北水永山水
、村落田口落
氏氏氏氏氏氏

北水山澗同同山洲
村落口内にＩ内
氏氏氏氏氏氏氏氏

瀧
内
氏

沢
氏
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（
朱
樹
東
方
紀
行
）
道
彦
撰
享
和
元
年

同
藩
自
筆
刻
紀
行
享
和
三
年

定
雅
輔
寛
政
三
年

（
群
懐
紙
）
同
文
政
四
年

（
秋
懐
紙
）
同

写
本
月
居

写
本
宰
蝿
自
砿
三
冊

月
居
著
天
明
八
年

マ
イ

秋
成
著
天
明
元
年

同
二
年
二
冊

同
四
年

岡
年
二
冊

可
行
稿
写
本
同
五
年

（
定
雅
文
句
集
）
伺
七
年

騨
太
校
同
年

同
八
年

寺
守凡
十
著
同
年

物
赤
撰
覚
政
元
年

瓜
坊
撰
同
年

同山水同同小山測山水北同同水小和水同永山
口落山口内口落村落山田落田口
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏
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○

つ月小露典桜;：墜豊Ｗ％；¥驚聴＃２欝腎職遊鵬坊一
の文主つ葛饗の染焚ま股の行句文発梢な句抄
古稿上素あＩＨＩ集集句紫ご無
道絢ん蝋り
画こ吟
幅染

素四荘随成水叩柑名在蔵俳新松白小俳十俳俳
薬山樗斉誹美茎蒋盤月原ｌＩＩｊ諾類蕊雄鍋滞三諦諦
句薬篭諮家集梨樹帖文小名題塚句立古興新袋
集集話巣庫麟所発集選選表

発句紙
句典
集

白
雄
撰
二
冊
安
永
二
年

大
祇
職
山
網
同
年
小
二
冊

麦
水
同
六
年
二
冊

職
山
若
宝
肝
十
三
年
小
二
冊

車
遊
縞
同
五
年

碩
布
繕
同
年
二
冊

木
染
棚
同
年

蝶
夢
絹
同
年
五
冊

紫
外
繕
同
九
年
二
冊

一
草
撰
文
化
二
年

買
山
箸
同
五
年
五
冊

竹
斎
輔
同
七
年

武
西
唾
戟
同
十
年

逸
人
輯
同
年

芸
台
斡
同
十
二
年

文
化
十
三
年
二
冊

成
美
著
文
政
二
年
二
冊

同
年
同
著
同
四
年
二
冊

（
自
画
）
同
六
年

一
礼
七

山 水瀧同水和同北同水瀧和小和瀧山小瀧小水
口落内落田村落内田山Ⅲ内口山内山落
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏



司同鋳
助

俳鶴発新姑俳同万和俳俳雅俳酒し酒一お女翰
諾声句姑射諾後家歌瞥家人諾落か滴茶ら百苑
百帖下射文大縞人莱目年深通文た余翁力、人奇
画ｉｉｍ文庫系名集録表致面台俳談俳半一品
賛肱図録災諾諾首

文
巣

同
十
年

誘
郷
女
縞
天
保
三
年

明
治
十
一
年
刊
（
一
茶
逝
稿
〉

粥
永
五
年

素
外
著
同
六
年
二
冊

粋
川
士
蒋
天
明
三
年
小
本

岡
小
本

並
木
五
瓶
著
文
化
三
年
小
本

蕪
雨
朝
（
印
識
）
寛
政
九
年

五
世
塞
和
鮒
写
本

（
写
追
加
）

各
肖
像
自
誰
入
羨
平
糟
享
和
三
年

長
斎
著
文
化
十
年
五
冊

同
文
政
四
年

生
川
雅
明
薪
天
保
九
年
二
冊

（
画
賛
集
）
明
和
五
年
三
冊

で
マ子
洛
綴
文
政
元
年
一
一
冊

志
諺
薪
文
化
七
年
（
南
岳
絵
入
）

共
成
戟
文
政
十
一
年

風
岱
編
世
達
画
文
化
十
三
年

同洲山同瀧山同水山小浦同同同山水澗小水瀧
内口内にＩ落口山岡口落安山落内
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏

側
九
老
画
諾
（
俳
句
入
）
寛
政
七
年
二
冊

姫
俳
諾
鏡
之
花
（
馨
太
句
画
賛
染
）

伽
存
鵜
点
発
句
帖

州
可
翠
日
記
胤
誰
三
冊

蝿
乙
御
前
（
移
竹
句
染
）

伽
露
川
責
写
本

州
伺
巻
伝
自
縦

伽
菊
の
宿
凡
蛍
自
誰
刻
天
明
七
年

蝿
句
双
紙
亜
厚
著
二
冊

卿
続
姑
射
文
雌
臥
央
薪
寛
政
十
年
五
冊

捌
○
蕪
村
以
下
名
家
知
尺
扱
交
扉
風
一
双

（
ふ
じ
た
し
ん
い
ち
／
本
学
教
授
）
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司 発
起

可 一
九
〈

中 湯水小北山
川浅落山村口
四半露暁王松
明月石杜城香

同瀧同水北図同水木同同
氏内落村将落村
蔵氏氏氏氏館氏氏氏氏氏


